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キー拡張モジュール（KEM）について

本書では、Avaya IP Deskphone キー拡張モジュール （KEM）および
IP Phone 2002 と IP Phone 2004 で使用する方法について説明します。

説明

IP Deskphone KEM は、IP Phone 2002 および IP Phone 2004 に接続さ
れるハードウェアコンポーネントで、追加の回線表示と機能キーを提供
します。8 ページの図 1 を参照してください。

IP Deskphone KEM は、IP Phone 2002 または IP Phone 2004 向けに追
加で 24 個の回線 / 機能キー（ラベル付き）を提供します。
IP Deskphone KEM キーは、中央にある液晶ディスプレイ（LCD）の一
方の側に 12 キーによる 2 行で表示されます。

最大 2 台の IP Deskphone KEM を 1 台の 2002 または IP Phone 2004 に
設置できます。2 台の IP Deskphone KEM を設置した場合、IP Phone は
最大 48 個の回線 / 機能キーまで追加できます。

注意 : また IP Phone 2004 は、Shift キー機能の使用により、1 台の
IP Deskphone KEM で最大 48 個の回線 / 機能キーをサポートしま
す。IP Phone 2002 は Shift キー機能をサポートしていません。

IP Deskphone KEM が IP Phone 2002 または IP Phone 2004 に設置され
ているときは　IP Phone の コントロールは IP Phone と IP Deskphone 
KEM の両方に影響します。
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図 1: IP Deskphone KEM

機能

 IP Deskphone KEM には次の機能があります。

• LCD の各側にある 12 個のキーは追加で最大 24 個のラベル作成可能
回線 / 機能キーを提供します。 Shift キー機能を使用すると、
IP Phone 2004 は論理的な回線 / 機能キーとして最大 48 個を追加で
きます。

• 卓上取り付けブラケットおよび構造型ベースプレートは、
IP Deskphone KEM を IP Phone 2002、IP Phone 2004 または 別の 
IP Deskphone KEM に接続します。

• 卓上取り付けブラケットは、IP Deskphone KEM を壁に設置された 
IP Phone 2002 または IP Phone 2004 に横付けします。
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ディスプレイの調整

IP Deskphone KEM （8 ページの図 1 を参照）は、2 列 12 個から成る回
線 / 機能キーを両側に備えた（計 24 個のキー） LCD を搭載しています。
各キーには、10 文字の表示ラベルが付いており、ラベルは自動的に設定
されます。ラベルを編集するには、IP Phone の コントロールを使用し
ます。

 IP Deskphone KEM のディスプレイのコントラストを変更するには、 
IP Phone の電話オプションメニュー下にあるコントラスト調整オプショ
ンを使用します。   IP Deskphone に加えたコントラストの変更はすべて 
IP Deskphone KEM に影響します。IP Deskphone KEM および IP Phone 
は、コントラスト調整を共有しています。

IP Phone のコントロールおよび設定の詳細については、IP Phone 2002 
ユーザーガイド または IP Phone 2004 ユーザーガイドを参照してくださ
い。
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セットアップと組み立て

IP Deskphone KEM は、IP Phone 2002 または IP Phone 2004 の右側に、
図 2 に示すように取り付けます。 卓上取り付けブラケットと構造型ベー
スプレート（IP Deskphone KEM に付属）を使用して、KEM を 
IP Phone 背面のレセプタクルにはめ込み固定します。

IP Deskphone KEM は、IP Phone の アクセサリ拡張モジュール（AEM）
を使用して、IP Phone 2002 または IP Phone 2004 に接続します。

図 2: IP Deskphone KEM IP Phone 2002 に接続した    
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KEM の設置

次の指示に従って、IP Deskphone KEM を設置します。

1. IP Phone の傾斜ハンドルを押し、スタンドから IP Phone を引き離
して取り外します。

注意 : IP Phone 2004 の場合は、スタンドを取り外す代わりに、オ
プションでスタンド角度を最大限に調整できます。

2. IP Phone の裏側に IP Deskphone KEM の接続アームを取り付け、IP 
Deskphone KEM の接続プラグを IP Phone の背面にある AEM ポー
トに合わせます。

注意 : 製品コードが NTDU76AB34、NTDU76BB34、NTDU76AB70、
または NTDU76BB70 の IP Phone 2002 は、他の製品コードをもつ 
IP Phone 2002 よりもコネクタピンが短くなります。ご利用の IP 
Phone 2002 のコネクタが短い場合は、 を取り付ける前に、
IP Deskphone KEM のリボンケーブル用コネクタを固定クリップか
ら取り外し、リボンケーブル用コネクタをヘッダコネクタに押し込
みます。IP Deskphone KEM  

3. IP Phone KEM がきちんと固定するまで、IP Deskphone KEM と IP 
Phone を合わせしっかり押し付けます。

4. 第 2 の IP Deskphone KEM を接続する場合は、手順 2 から 3 を繰り
返します。

注意 : 第 2 の IP Deskphone KEM は、第 1 の IP Deskphone KEM の
右側に取り付けられます。

5. IP Phone のスタンドと IP Deskphone KEM のスタンドが取り外して
ある場合は、それらを取り付けます。IP Deskphone KEM の各スタ
ンドを IP Phone と同じ角度に調整します。

IP Deskphone KEM が起動します。

注意 : IP Deskphone KEM は IP Phone 2002 または IP Phone 2004 
の電気的接続を利用して電源を得ます。それ自体には電源がありま
せん。
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壁取り付けオプションの使用

IP Phone と IP Deskphone KEM を組み合わせ、付属オプションのブラ
ケットキットを使用すると壁に取り付けることができます。

傾斜ベースの調整

IP Phone 2002 の傾斜ベースは調整できませんが、IP Deskphone KEM 
の傾斜ベースは、IP Phone 2002 の固定角度に合わせて調整できます。

IP Phone 2004 には調整可能な傾斜ベースが付いています。IP Phone 
2004 と IP Deskphone KEM 両方の傾斜を必要に応じて調整します。



KEM の設置

13

KEM の設置

IP Deskphone KEM は、IP Phone 2002 または 2004 に設置され起動し
た時点で初期化されます。初期化を開始すると、IP Deskphone KEM の
ディスプレイは点灯し、IP Phone との通信を確立するまで点滅します。
初期化が完了すると、IP Deskphone KEM の追加の回線 / 機能キーは使
用可能になります。

注意 1: IP Deskphone KEM のディスプレイが点滅を停止しない、ま
たはキーラベルを表示しない場合は、システム管理者にお問い合わ
せください。

注意 2: IP Phone に 2 台の IP Deskphone KEM を設置する場合、
IP Phone （のすぐ右側）に直接取り付けた KEM が動作しないと、
第 2 の IP Deskphone KEM は動作できません。これは第 2 の 
IP Deskphone KEM が第 1 の IP Deskphone KEM を利用して電力を
受け、IP Phone と通信するためです。
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コントロールおよび設定

IP Deskphone KEM が IP Phone 2002 または IP Phone 2004 に設置され
ているときは、IP Phone のコントロールと設定が、IP Phone と 
IP Deskphone KEM の両方を制御します。取り付けた IP Phone の電話
オプションメニューを使用して、IP Deskphone KEM のコントラストと
機能キーラベルを設定します。

IP Phone の操作と設定（電話オプションメニューを含む）の詳細につい
ては、 IP Phone 2002 ユーザーガイド または IP Phone 2004 ユーザーガ
イドを参照してください。

Shift キーの機能

IP Phone 2004 は、Shift キー機能をサポートし、24 個の物理キーを備
えた IP Deskphone KEM 1 台で 48 個の論理キーに対応できます。ただ
し、2 台の IP Deskphone KEM が IP Phone 2004 に設置されている場
合、Shift キー機能は IP Deskphone KEM で動作しません。追加回線 /
機能キーの最大数は 48 個（IP Deskphone KEM のそれぞれに 24 個の
キー）のままです。

IP Phone 2002 は Shift キー機能をサポートしていません。そのため、
IP Phone 2002 で最大 48 個の追加回線 / 機能キーを使用するには、
IP Deskphone KEM を 2 台設置する必要があります。



用語説明

15

用語説明

Accessory Expansion Module

IP Phone 2002 と IP Phone 2004 に内蔵されているポートで、
これによりアクセサリコンポーネント（IP Deskphone KEM な
ど）を IP Phone に接続し、通信することができます。

IP Deskphone キー拡張モジュール

IP Phone 2002 または IP Phone 2004 に追加で 24 個 の 10 文字
ラベル作成可能キーを提供するハードウェア拡張モジュールで
す。

機能表示領域

使用中の機能についてのステータス情報が表示される領域です。
アクティブなセッションの名前とステータスも表示されます。

ソフトキー ( ラベル作成可能 )

システム管理者によりプログラムされる一連のキーです。ディ
スプレイのすぐ下側に並んだ 4 個のキーで、プログラム可能な 
4 階層に分かれています。階層には［その他］キーからアクセ
スします。ソフトキーは、電話オプションメニューのパラメー
タ設定にも使用できます。

ディレクトリ番号 (DN)

システム電話に割り当てられた 1 ～ 7 桁の番号です。

ユーザー定義の機能キーラベル

IP Phone のディスプレイ上部の左右両側にある 6 個のキーで
す。 IP Deskphone KEM では、機能キーラベルは IP Deskphone 
KEM の中央にある LCD に表示されます。
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